
(57)【要約】

【課題】　コストを増加させることなく熱交換器の風量

分布を均一化し、熱交換効率の良い熱交換器を搭載した

安価な冷凍空調機の室外ユニットを提供する。

【解決手段】　冷凍空調機の室外ユニット１０は、圧縮

機１１と１の熱交換器１２と送風機１３と回転機１４と

筐体１５とを備える。圧縮機１１は、冷媒を圧縮させる

。熱交換器１２は、伝熱管１６と、伝熱管１６に接続さ

れ、伝熱管１６の延在方向と交差するように連続して延

在方向に沿って１列に整列された複数のフィン１７、１

８とを備えた複数の部分を含む。回転機１４は、送風機

１３を回転させる。筐体１５は、圧縮機１１と熱交換器

１２と送風機１３と回転機１４とを納める。熱交換器１

２に送風機１３から送られてくる外気の部分毎の風量に

応じて、相対的に風量の小さな部分におけるフィン１８

の間隔は、相対的に風量の大きな部分におけるフィン１

７の間隔より大きくしている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 冷 媒 を 圧 縮 さ せ る 圧 縮 機 と 、
　 伝 熱 管 と 、 前 記 伝 熱 管 に 接 続 さ れ 、 前 記 伝 熱 管 の 延 在 方 向 と 交 差 す る よ う に 連 続 し て 前
記 延 在 方 向 に 沿 っ て １ 列 に 整 列 さ れ た 複 数 の フ ィ ン と を 備 え た 、 複 数 の 部 分 を 含 む １ の 熱
交 換 器 と 、
　 送 風 機 と 、
　 前 記 送 風 機 を 回 転 さ せ る 回 転 機 と 、
　 前 記 圧 縮 機 と 、 前 記 熱 交 換 器 と 、 前 記 送 風 機 と 、 前 記 回 転 機 と を 納 め る 筐 体 と を 備 え 、
　 前 記 熱 交 換 器 に 前 記 送 風 機 か ら 送 ら れ て く る 外 気 の 前 記 部 分 毎 の 風 量 に 応 じ て 、 相 対 的
に 風 量 の 小 さ な 前 記 部 分 に お け る 前 記 フ ィ ン の 間 隔 は 、 相 対 的 に 風 量 の 大 き な 前 記 部 分 に
お け る 前 記 フ ィ ン の 間 隔 よ り 大 き く し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ
ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 熱 交 換 器 の 外 観 が 略 Ｌ 字 状 で あ り 、
　 前 記 熱 交 換 器 の 略 Ｌ 字 状 に 曲 げ た 部 分 に お け る 前 記 フ ィ ン の 間 隔 が 、 前 記 熱 交 換 器 に お
い て 前 記 曲 げ た 部 分 以 外 の 部 分 の う ち 前 記 送 風 機 の 前 面 に 位 置 す る 部 分 の 前 記 フ ィ ン の 間
隔 と 実 質 的 に 同 一 、 ま た は そ れ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 冷 凍 空 調
機 の 室 外 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 筐 体 の 背 面 部 に 外 気 の 吸 込 み 口 を 、 前 面 部 に 熱 交 換 さ れ た 外 気 の 吹 出 し 口 を 設 け 、
　 前 記 熱 交 換 器 は 前 記 吸 込 み 口 に 沿 う よ う に 延 在 さ れ 、
　 前 記 圧 縮 機 お よ び 前 記 送 風 機 は 、 前 記 熱 交 換 器 に 対 向 さ せ て 並 べ ら れ 、
　 前 記 圧 縮 機 に 対 向 し て い る 前 記 熱 交 換 器 の 前 記 部 分 は 、 前 記 熱 交 換 器 に お け る 前 記 送 風
機 に 対 向 し て い る 前 記 部 分 の 前 記 フ ィ ン の 間 隔 よ り も 、 フ ィ ン の 間 隔 が 広 く な っ て い る 領
域 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 筐 体 の 背 面 部 お よ び い ず れ か 一 方 の 側 面 部 に 外 気 の 吸 込 み 口 を 、 前 面 部 に 熱 交 換 さ
れ た 外 気 の 吹 出 し 口 を 設 け 、
　 前 記 熱 交 換 器 は 、 前 記 吸 込 み 口 に 沿 う よ う に 略 Ｌ 字 状 に 延 在 さ れ 、
　 前 記 圧 縮 機 お よ び 前 記 送 風 機 は 、 前 記 熱 交 換 器 に お い て 前 記 背 面 部 の 吸 込 み 口 に 沿 う よ
う に 延 在 さ れ て い る 部 分 に 対 向 さ せ て 並 べ ら れ 、
　 前 記 圧 縮 機 に 対 向 し て い る 前 記 熱 交 換 器 の 前 記 部 分 、 お よ び 前 記 熱 交 換 器 の 略 Ｌ 字 状 に
曲 げ た 部 分 は 、 前 記 熱 交 換 器 に お け る 前 記 送 風 機 に 対 向 し て い る 部 分 の 前 記 フ ィ ン の 間 隔
よ り も 、 フ ィ ン の 間 隔 が 広 く な っ て い る 領 域 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 冷 凍 空 調 機 の 室 外
ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に 関 し 、 よ り 特 定 的 に は 、 風 量 分 布 の 均 一 な 冷 凍 空
調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト で は 、 熱 交 換 能 力 の 増 大 化 の た め 熱 交 換 器 の 容 量 を 大
き く し て い る 。 熱 交 換 器 を 大 き く す る と 熱 交 換 器 を 通 過 す る 外 気 の 風 量 分 布 も 拡 大 し 、 風
量 が 小 さ い 部 分 で は 外 気 と フ ィ ン 表 面 の 熱 伝 達 率 が 低 下 し 熱 交 換 効 率 が 低 下 す る の で フ ィ
ン の 積 層 間 隔 を 大 き く し て い る 。 そ の た め 、 伝 熱 管 の 外 径 を 小 さ く し た 別 の 熱 交 換 器 を 並
列 さ せ る こ と に よ り 、 ま た は ２ つ の 熱 交 換 器 を 用 い て そ れ ぞ れ の 熱 交 換 器 に お い て 異 な る
フ ィ ン ピ ッ チ と し て 通 風 抵 抗 を 低 減 す る こ と に よ り 、 熱 交 換 効 率 の 低 下 を 抑 制 し て い る 。
こ の よ う な 室 外 ユ ニ ッ ト は 、 た と え ば 、 特 開 平 ８ － ２ ７ ０ ９ ８ ５ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る
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。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ７ ０ ９ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 文 献 に 開 示 さ れ た 室 外 ユ ニ ッ ト は 、 吹 出 し 口 と 、 外 気 吸 込 み 口 と 、 室 外 熱 交 換 器 と
、 室 外 送 風 機 と を 備 え て い る 。 室 外 熱 交 換 器 は 、 背 面 部 と 側 面 部 の 外 気 吸 込 み 口 に 対 向 す
る よ う 平 面 視 で 折 り 曲 げ 形 成 さ れ る 第 １ の 熱 交 換 器 と 、 第 １ 熱 交 換 器 に お け る 熱 交 換 空 気
の 上 流 側 で 、 か つ 第 １ の 熱 交 換 器 に お け る 背 面 部 の 外 気 吸 込 み 口 に 沿 う 直 状 部 分 に 平 行 で
、 平 面 視 で 直 状 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 熱 交 換 器 と を 備 え て い る 。 第 １ の 熱 交 換 器 を 構 成 す る
熱 交 換 パ イ プ の 直 径 は 、 第 ２ の 熱 交 換 器 を 構 成 す る 熱 交 換 パ イ プ の 直 径 よ り も 大 に し て い
る 。 ま た 、 第 １ 熱 交 換 器 の フ ィ ン ピ ッ チ は 第 ２ の フ ィ ン ピ ッ チ よ り も 細 か く 設 定 し て い る
。 こ の よ う に 、 二 組 の 熱 交 換 器 を 有 し て い る た め 、 熱 交 換 量 が 増 大 さ れ る 。 ま た 、 二 組 の
熱 交 換 器 の 直 径 お よ び フ ィ ン ピ ッ チ が 異 な る た め 、 通 風 抵 抗 が 抑 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 文 献 に 開 示 さ れ た 室 外 ユ ニ ッ ト は 、 送 風 機 か ら 離 れ た と こ ろ で あ っ
て も 筐 体 内 の 限 ら れ た ス ペ ー ス に 熱 交 換 器 を 増 設 す る 必 要 が あ る の で 、 熱 交 換 器 を 通 過 す
る 風 量 の 分 布 が ば ら つ き 、 風 量 の 小 さ い 部 分 は 熱 伝 達 率 が 小 さ く な り 、 増 加 さ せ た 熱 交 換
器 の 伝 熱 面 積 に 応 じ た 熱 交 換 能 力 が 得 ら れ な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 所 望 の 熱 交 換
能 力 を 得 る た め に は 熱 交 換 器 を 拡 大 す る 必 要 が あ り 、 コ ス ト が 増 加 す る と い っ た 問 題 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 こ の 発 明 の 目 的
は 、 コ ス ト を 増 加 さ せ る こ と な く 熱 交 換 器 の 風 量 分 布 を 均 一 化 し 、 熱 交 換 効 率 の 良 い 熱 交
換 器 を 搭 載 し た 安 価 な 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト を 得 る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に し た が っ た 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト は 、 圧 縮 機 と 、 １ の 熱 交 換 器 と 、 送 風
機 と 、 回 転 機 と 、 筐 体 と を 備 え る 。 圧 縮 機 は 、 冷 媒 を 圧 縮 さ せ る 。 １ の 熱 交 換 器 は 、 伝 熱
管 と 、 伝 熱 管 に 接 続 さ れ 、 伝 熱 管 の 延 在 方 向 と 交 差 す る よ う に 連 続 し て 延 在 方 向 に 沿 っ て
１ 列 に 整 列 さ れ た 複 数 の フ ィ ン と を 備 え た 、 複 数 の 部 分 を 含 む 。 回 転 機 は 、 送 風 機 を 回 転
さ せ る 。 筐 体 は 、 圧 縮 機 と 、 熱 交 換 器 と 、 送 風 機 と 、 回 転 機 と を 納 め る 。 熱 交 換 器 に 送 風
機 か ら 送 ら れ て く る 外 気 の 部 分 毎 の 風 量 に 応 じ て 、 相 対 的 に 風 量 の 小 さ な 前 記 部 分 に お け
る 前 記 フ ィ ン の 間 隔 は 、 相 対 的 に 風 量 の 大 き な 前 記 部 分 に お け る 前 記 フ ィ ン の 間 隔 よ り 大
き く し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 相 対 的 に 風 量 の 小 さ な 部 分 に お け る フ ィ ン の 間 隔 は 、 相
対 的 に 風 量 の 大 き な 部 分 に お け る フ ィ ン の 間 隔 よ り 大 き く な る よ う に フ ィ ン を 配 置 す る こ
と に よ り 、 熱 交 換 器 の 風 量 分 布 の 不 均 一 を 解 消 す る こ と が で き 、 フ ィ ン の 枚 数 を 削 減 し て
コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 図 面 に お い て 同 一
ま た は 相 当 す る 部 分 に は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し そ の 説 明 は 繰 返 さ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト を 示 す 概 略 上 面 図 で
あ る 。 図 １ を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト を 説 明 す る 。 実
施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 圧
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縮 機 １ １ と 、 １ の 熱 交 換 器 １ ２ と 、 送 風 機 １ ３ と 、 回 転 機 １ ４ と 、 筐 体 １ ５ と を 備 え る 。
圧 縮 機 １ １ は 、 冷 媒 を 圧 縮 さ せ 、 冷 媒 回 路 内 を 循 環 さ せ る 。 熱 交 換 器 １ ２ は 、 伝 熱 管 １ ６
と 、 伝 熱 管 １ ６ に 接 続 さ れ 、 伝 熱 管 １ ６ の 延 在 方 向 と 交 差 す る よ う に 連 続 し て 延 在 方 向 に
沿 っ て １ 列 に 整 列 さ れ た 複 数 の フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ と を 備 え た 、 複 数 の 部 分 を 含 む 。 熱 交 換
器 １ ２ は 、 外 気 と 冷 媒 と の 熱 交 換 を 行 な う 。 送 風 機 １ ３ は 、 熱 交 換 器 １ ２ に 外 気 を 送 る 。
回 転 機 １ ４ は 、 送 風 機 １ ３ を 回 転 さ せ る 。 筐 体 １ ５ は 、 圧 縮 機 １ １ と 、 熱 交 換 器 １ ２ と 、
送 風 機 １ ３ と 、 回 転 機 １ ４ と を 納 め る 。 熱 交 換 器 １ ２ に 送 風 機 １ ３ か ら 送 ら れ て く る 外 気
の 部 分 毎 の 風 量 に 応 じ て 、 相 対 的 に 風 量 の 小 さ な 部 分 に お け る フ ィ ン １ ８ の 間 隔 は 、 相 対
的 に 風 量 の 大 き な 部 分 に お け る フ ィ ン １ ７ の 間 隔 よ り 大 き く し て い る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 詳 細 に は 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 筐 体 １ ５ の 背 面 部 に 外 気 の 吸 込 み 口 を 、
前 面 部 に 熱 交 換 さ れ た 外 気 の 吹 出 し 口 を 設 け て い る 。 熱 交 換 器 １ ２ は 、 吸 込 み 口 に 沿 う よ
う に 延 在 さ れ て い る 。 圧 縮 機 １ １ お よ び 送 風 機 １ ３ は 、 熱 交 換 器 １ ２ に 対 向 さ せ て 並 べ ら
れ て い る 。 圧 縮 機 １ １ に 対 向 し て い る 熱 交 換 器 １ ２ の 部 分 は 、 送 風 機 １ ３ の 中 心 か ら 離 れ
て い る の で 、 そ の 部 分 の 風 量 は 送 風 機 １ ３ に 対 向 し て い る 部 分 に 比 べ て 少 な い 。 具 体 的 に
は 、 熱 交 換 器 １ ２ に お け る 領 域 Ｆ p 1 7 は 領 域 Ｆ p 1 8 よ り も 風 量 が 大 き い 。 そ の た め 、 領 域 Ｆ

p 1 7 の フ ィ ン １ ７ は 、 領 域 Ｆ p 1 8 の フ ィ ン １ ８ よ り も フ ィ ン の 間 隔 を 狭 く し て い る 。 図 １ に
示 す よ う に 、 圧 縮 機 １ １ に 対 向 し て い る 熱 交 換 器 １ ２ の 部 分 は 、 熱 交 換 器 １ ２ に お け る 送
風 機 １ ３ に 対 向 し て い る 部 分 の フ ィ ン の 間 隔 よ り も 、 フ ィ ン の 間 隔 が 広 く な っ て い る 領 域
Ｆ p 1 8 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 の 形 態 １ で は 、 熱 交 換 器 １ ２ は 、 平 行 に 配 置 し た 複 数 の 伝 熱 管 １ ６ と 伝 熱 管 １ ６ に
対 し て 直 交 す る 多 数 の フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ を 備 え て い る 。 熱 交 換 器 １ ２ は 、 伝 熱 管 １ ６ を 流
通 す る 冷 媒 と 、 フ ィ ン １ ７ の 間 の 空 気 流 通 路 を 流 通 す る 外 気 と の 間 で 熱 交 換 を 行 い 、 蒸 発
器 あ る い は 凝 縮 器 と し て 作 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ （ Ａ ） は 熱 交 換 器 １ ２ の 拡 大 図 で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 １ に お
け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に 搭 載 し て い る 熱 交 換 器 １ ２ が 有 し て い る フ ィ ン の 間 隔 の
配 置 を 説 明 す る 。 実 施 の 形 態 １ で は 、 領 域 Ｆ p 1 7 に お け る フ ィ ン １ ７ は フ ィ ン ピ ッ チ を １
． ３ ｍ ｍ と し 、 圧 縮 機 １ １ に 対 向 し て い る 領 域 Ｆ p 1 8 に お け る フ ィ ン １ ８ の フ ィ ン ピ ッ チ
を １ ． ４ ｍ ｍ と し て い る 。 な お 、 フ ィ ン ピ ッ チ と は 、 積 層 方 向 に 隣 接 す る フ ィ ン の 中 心 間
の 距 離 を 意 味 し 、 た と え ば 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す Ｐ を フ ィ ン ピ ッ チ と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ と 伝 熱 管 １ ６ と の 接 続 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ （ Ｂ ） は 、 図 ２
（ Ａ ） に お け る 領 域 Ｒ の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 ２ （ Ｂ ） を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 １ で は 、
フ ィ ン １ ７ は 伝 熱 管 １ ６ を 貫 通 さ せ る 穴 を 有 し て い る 。 そ の 穴 に は 、 バ ー リ ン グ で 形 成 し
た フ ィ ン カ ラ ー １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 フ ィ ン カ ラ ー １ ９ の 高 さ （ 図 ２ （ Ｂ ） に お い て 横
方 向 で の 長 さ ） に よ り フ ィ ン １ ７ の 積 層 間 隔 が 保 持 さ れ て い る 。 同 様 に 、 フ ィ ン １ ８ に つ
い て も フ ィ ン カ ラ ー を 設 け て い る 。 そ し て 、 領 域 Ｆ p 1 8 の フ ィ ン １ ８ を 伝 熱 管 １ ６ （ 銅 管
） に 挿 入 し た 後 、 領 域 Ｆ p 1 7 の フ ィ ン １ ７ を 伝 熱 管 １ ６ に 挿 入 し 、 伝 熱 管 １ ６ を 拡 管 し て
フ ィ ン を 銅 管 に か し め て 固 着 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ と 伝 熱 管 １ ６
と を 接 続 し て い る 。 な お 、 図 ２ （ Ｂ ） は 、 伝 熱 管 １ ６ を 拡 管 す る 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ の 性 能 に つ い て 説 明 す る 。
実 施 の 形 態 １ の 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 た と え ば 、 熱 交 換 器 １ ２ 全 体 の 積 層 長
さ を ６ ０ ０ ｍ ｍ と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 範 囲 外 で あ る フ ィ ン ピ ッ チ が 均 一 の フ ィ ン を 有 す る 熱 交 換 器 か ら な る 冷
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凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 フ ィ ン ピ ッ チ が 均 一 で あ る 点 以 外 の 構
成 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ の 構 成 と 同 様 で あ る 。 た と え
ば 、 熱 交 換 器 に お け る フ ィ ン の フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ３ ｍ ｍ と す る と 、 熱 交 換 器 に 備 え ら れ
る フ ィ ン の 総 枚 数 は ４ ６ １ 枚 で あ る 。 フ ァ ン の 中 心 を 熱 交 換 器 の 左 端 か ら ２ ０ ０ ｍ ｍ の 位
置 に 配 置 し て フ ァ ン を 動 作 さ せ る と 、 熱 交 換 器 の 右 端 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 、 す な わ ち フ
ィ ン ９ ２ 枚 分 に 流 れ る 空 気 流 速 Ｖ は 、 そ れ 以 外 の 部 分 に 流 れ る 空 気 流 速 の １ ／ ３ と な っ た
。 フ ィ ン 表 面 の 熱 伝 達 率 α o は 空 気 流 速 Ｖ の ０ ． ３ ６ 乗 に 比 例 す る の で 、 熱 交 換 器 の 右 端
か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 の 熱 伝 達 率 α o は 、 そ れ 以 外 の 部 分 と 比 べ て 約 ３ ３ ％ 低 下 し て い る
こ と に な る 。 熱 交 換 器 全 体 で は 、 熱 伝 達 率 α o a l l は ６ ％ 低 下 し て い る こ と に な る 。 な お 、
熱 交 換 器 の 右 端 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 は 、 送 風 機 １ ３ か ら 遠 い の で 風 量 が 少 な い 部 分 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、
領 域 Ｆ p 1 8 を 熱 交 換 器 １ ２ の 右 端 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 と し 、 領 域 Ｆ p 1 8 で は フ ィ ン １ ８ の
フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ４ ｍ ｍ に 広 げ て い る 。 す な わ ち 、 熱 交 換 器 １ ２ は 、 領 域 Ｆ p 1 8 に お い
て フ ィ ン １ ８ を ８ ６ 枚 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 領 域 Ｆ p 1 8 の 範 囲 で は 、 圧 力 損 失 が 低 下
し て 空 気 流 速 Ｖ が 大 き く な っ た た め 、 上 述 し た フ ィ ン ピ ッ チ が 均 一 の フ ィ ン を 有 す る 熱 交
換 器 よ り 領 域 Ｆ p 1 8 の 熱 伝 達 率 α o は ３ ％ 向 上 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 熱 交 換 器 の 能 力 の 判 断 基 準 に つ い て 説 明 す る 。 熱 交 換 器 の 能 力 は 熱 伝 達 率 α と フ
ィ ン の 表 面 積 Ａ の 積 算 値 で 表 さ れ る 。 フ ィ ン の 形 状 を 幅 が ２ ２ ｍ ｍ 、 長 さ が ５ ０ ０ ｍ ｍ の
長 方 形 と す る 。 上 述 の 本 発 明 の 範 囲 外 で あ る フ ィ ン ピ ッ チ が 均 一 の フ ィ ン を 有 す る 熱 交 換
器 か ら な る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に お い て 、 フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ３ ｍ ｍ と し た 場 合 の
フ ィ ン の 表 面 積 は 、 ２ ２ ｍ ｍ × ５ ０ ０ ｍ ｍ × ４ ６ １ 枚 ＝ ５ ． ０ ７ ｍ 2 と な る 。 こ の 場 合 、
熱 伝 達 率 α o a l l の 増 減 を 比 率 で 表 す と 、 （ ３ ６ ９ ／ ４ ６ １ × １ )＋ （ ９ ２ ／ ４ ６ １ × （ １
－ ０ ． ６ ７ ） ） ＝ ０ ． ９ ３ ４ と な り 、 Ａ α 値 は ４ ． ７ ３ ５ と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ に お
い て 、 熱 交 換 器 １ ２ の 右 端 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 領 域 Ｆ p 1 8 に お け る フ ィ ン １ ８ の
フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ４ ｍ ｍ と す る と 、 領 域 Ｆ p 1 8 の フ ィ ン １ ８ の 数 は ８ ６ 枚 と な る 。 表 面
積 Ａ は 、 ２ ２ ｍ ｍ × ５ ０ ０ ｍ ｍ × （ ４ ６ １ － （ ９ ２ － ８ ６ ） ） 枚 ＝ ５ ． ０ ０ ５ ｍ 2 で あ り
、 熱 伝 達 率 α o a l l は 、 （ ３ ６ ９ ／ ４ ５ ５ × １ ） ＋ （ ８ ６ ／ ４ ５ ５ × （ ０ ． ６ ７ ＋ ０ ． ０ ３
） ） ＝ ０ ． ９ ４ ３ と な る 。 よ っ て 、 Ａ α 値 は ４ ． ７ ２ ０ と な る 。 Ａ α 値 の 差 は 約 ０ ． ３ ％
程 度 で 同 等 の 能 力 と み な す こ と が で き る 範 囲 と な っ た 。 そ の た め 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ
ッ ト １ ０ は 、 フ ィ ン １ ８ の 数 を 減 ら し て も 性 能 に 問 題 は 生 じ な か っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 上 記 の 形 状 に 特 に 限 定
さ れ な い 。 た と え ば 、 送 風 機 １ ３ の 回 転 数 お よ び 大 き さ で 決 ま る フ ァ ン 入 力 に 依 存 す る 熱
交 換 器 の 性 能 に よ り 、 フ ィ ン ピ ッ チ 等 を 設 計 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 そ れ ぞ れ の 部 分 で の フ ィ ン ピ ッ チ は 、 １ ． ３ ｍ ｍ 以 上 １ ． ７ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い
。 フ ィ ン ピ ッ チ が １ ． ３ ｍ ｍ よ り も 狭 い と 圧 力 損 失 が 大 き く な る か ら で あ る 。 ま た 、 フ ィ
ン ピ ッ チ が １ ． ７ ｍ ｍ よ り も 大 き い と フ ィ ン の 表 面 積 が 減 少 し て 熱 交 換 器 の 性 能 低 下 と な
る か ら で あ る 。 ま た 、 フ ィ ン ピ ッ チ を 広 げ る 割 合 は 、 元 の フ ィ ン ピ ッ チ の ７ ％ 以 上 ３ １ ％
以 下 が 好 ま し い 。 こ の 範 囲 外 と す る と 、 フ ィ ン カ ラ ー の 製 造 に 問 題 が 生 じ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 実 施 の 形 態 １ の 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ に よ れ ば 、 圧 縮 機
１ １ と 、 伝 熱 管 １ ６ と 伝 熱 管 １ ６ に 接 続 さ れ 、 伝 熱 管 １ ６ の 延 在 方 向 と 交 差 す る よ う に 連
続 し て 延 在 方 向 に 沿 っ て １ 列 に 整 列 さ れ た 複 数 の フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ と を 備 え た 、 複 数 の 部
分 を 含 む １ の 熱 交 換 器 １ ２ と 、 送 風 機 １ ３ と 、 回 転 機 １ ４ と 、 筐 体 １ ５ と を 備 え 、 熱 交 換
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器 １ ２ に 送 風 機 １ ３ か ら 送 ら れ て く る 外 気 の 部 分 毎 の 風 量 に 応 じ て 、 相 対 的 に 風 量 の 小 さ
な 部 分 に お け る フ ィ ン １ ８ の 間 隔 は 、 相 対 的 に 風 量 の 大 き な 部 分 に お け る フ ィ ン １ ７ の 間
隔 よ り 大 き く し て い る 。 そ の た め 、 フ ィ ン ピ ッ チ が 広 い 領 域 Ｆ p 1 8 の 範 囲 で の 通 風 抵 抗 は
小 さ く な り 、 外 気 の 風 量 が 増 加 す る 。 よ っ て 、 風 量 が 増 加 す る こ と に よ り 、 フ ィ ン １ ８ の
枚 数 を 減 少 さ せ て も 、 フ ィ ン １ ８ の 表 面 と 外 気 と の 熱 伝 達 率 α o を 向 上 さ せ 、 熱 交 換 器 １
２ 全 体 と し て 熱 交 換 効 率 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 １ の 熱 交 換 器 １ ２ を 有 す る と 共 に 、 熱 交 換 器
１ ２ に お い て 相 対 的 に 風 量 の 小 さ な 部 分 に お け る フ ィ ン １ ８ の 間 隔 は 、 相 対 的 に 風 量 の 大
き な 部 分 に お け る フ ィ ン １ ７ の 間 隔 よ り 大 き く し て い る 。 そ の た め 、 熱 交 換 器 １ ２ の 風 量
分 布 は 均 一 と な る と 共 に 、 フ ィ ン １ ８ を 有 す る 領 域 Ｆ p 1 8 の 範 囲 に お け る フ ィ ン １ ８ の 枚
数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 性 能 を 維 持 で き る と 共 に 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ
ト １ ０ を 製 造 す る の に 必 要 な コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 筐 体 １ ５ の 背 面 部 に 外 気 の 吸 込 み 口 を 、 前 面 部 に 熱 交 換 さ れ た 外 気 の 吹 出 し 口
を 設 け 、 熱 交 換 器 １ ２ は 吸 込 み 口 に 沿 う よ う に 延 在 さ れ 、 圧 縮 機 １ １ お よ び 送 風 機 １ ３ は
、 熱 交 換 器 １ ２ に 対 向 さ せ て 並 べ ら れ 、 圧 縮 機 １ １ に 対 向 し て い る 熱 交 換 器 １ ２ の 部 分 は
、 熱 交 換 器 １ ２ に お け る 送 風 機 １ ３ に 対 向 し て い る 部 分 の フ ィ ン の 間 隔 よ り も 、 フ ィ ン の
間 隔 が 広 く な っ て い る 領 域 Ｆ p 1 8 を 含 ん で い る 。 そ の た め 、 熱 交 換 器 １ ２ の 風 量 分 布 の 不
均 一 を 解 消 す る こ と が で き る 。 ま た 、 フ ィ ン の 枚 数 を 削 減 し て コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト を 示 す 概 略 上 面 図 で
あ る 。 図 ３ を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト を 説 明 す る 。 実
施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 基 本 的 に は 図 １ に 示 し た 本 発 明 の
実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ と 同 様 の 構 成 を 備 え る が 、 熱 交 換 器
２ ２ の 外 観 が 略 Ｌ 字 状 で あ る 点 に お い て 図 １ に 示 し た 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ と 異
な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ３ を 参 照 し て 、 熱 交 換 器 ２ ２ の 外 観 が 略 Ｌ 字 状 で あ り 、 熱 交 換 器 ２ ２ の
略 Ｌ 字 状 に 曲 げ た 部 分 に お け る フ ィ ン ２ ８ の 間 隔 が 、 熱 交 換 器 ２ ２ に お い て 曲 げ た 部 分 以
外 の 部 分 で 、 送 風 機 １ ３ の 前 面 に 位 置 す る 部 分 の フ ィ ン １ ８ の 間 隔 と 実 質 的 に 同 一 、 ま た
は そ れ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 筐 体 １ ５ の 背 面 部 お よ び い ず れ か 一 方 の 側 面 部 に 外 気 の 吸 込 み 口 を 、 前
面 部 に 熱 交 換 さ れ た 外 気 の 吹 出 し 口 を 設 け て い る 。 熱 交 換 器 ２ ２ は 、 吸 込 み 口 に 沿 う よ う
に 略 Ｌ 字 状 に 延 在 さ れ て い る 。 圧 縮 機 １ １ お よ び 送 風 機 １ ３ は 、 熱 交 換 器 １ ２ に お い て 背
面 部 の 吸 込 み 口 に 沿 う よ う に 延 在 さ れ て い る 部 分 に 対 向 さ せ て 並 べ ら れ て い る 。 圧 縮 機 １
１ に 対 向 し て い る 熱 交 換 器 ２ ２ の 部 分 、 お よ び 熱 交 換 器 ２ ２ の 略 Ｌ 字 状 に 曲 げ た 部 分 は 、
熱 交 換 器 ２ ２ に お け る 送 風 機 １ ３ に 対 向 し て い る 部 分 の フ ィ ン １ ７ の 間 隔 よ り も 、 フ ィ ン
１ ８ 、 ２ ８ の 間 隔 が 広 く な っ て い る 領 域 Ｆ p 1 8 、 Ｆ p 2 8 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 送 風 機 １ ３ は 、 外 気 を 取 り 込 ん で 熱 交 換 器 ２ ２ に 送 る 。 熱 交 換 器 ２ ２ に お い て 、 冷 媒 と
、 フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ 、 ２ ７ 、 ２ ８ の 間 を 流 通 す る 外 気 と を 熱 交 換 さ せ る 。 熱 交 換 器 ２ ２ は
、 上 記 形 状 と し て い る た め 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ の 熱 交
換 器 １ ２ と 比 較 し て 、 フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ 、 ２ ７ 、 ２ ８ の 表 面 積 が 増 加 し て い る 。 略 Ｌ 字 状
に 曲 げ た 部 分 の フ ィ ン ２ ８ の 曲 げ 半 径 の 内 側 で は 、 フ ィ ン ２ ８ 先 端 の 積 層 間 隔 が 幾 何 学 上
小 さ く な る 。 そ の た め 、 フ ィ ン １ ７ の 積 層 間 隔 に 対 し て 狭 く な る の で 通 風 抵 抗 が 増 加 し 、
こ の 部 分 の 風 量 は 低 下 す る 。 ま た 、 圧 縮 機 １ １ に 対 向 し て い る 熱 交 換 器 ２ ２ の 風 量 低 下 は
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、 実 施 の 形 態 １ で 述 べ た の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 熱 交 換 器 ２ ２ の 拡 大 図 で あ る 。 図 ４ を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空
調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に 搭 載 し て い る 熱 交 換 器 ２ ２ が 有 し て い る フ ィ ン の 間 隔 の 配 置 を 説 明
す る 。 実 施 の 形 態 ２ で は 、 領 域 Ｆ p 1 7 に お け る フ ィ ン １ ７ は フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ３ ｍ ｍ と
し 、 圧 縮 機 １ １ に 対 向 し て い る 部 分 に 含 ま れ る 領 域 Ｆ p 1 8 に お け る フ ィ ン １ ８ の フ ィ ン ピ
ッ チ を １ ． ４ ｍ ｍ と し て い る 。 略 Ｌ 字 状 に 曲 げ た 部 分 で あ る 領 域 Ｆ p 2 8 に お け る フ ィ ン ２
８ の フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ４ ｍ ｍ と し て い る 。 筐 体 １ ５ の 側 面 と 対 向 し て い る 領 域 Ｆ p 2 7 に
お け る フ ィ ン ２ ７ の フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ３ ｍ ｍ と し て い る 。 な お 、 フ ィ ン ２ ８ の 内 周 側 の
先 端 の フ ィ ン ピ ッ チ は １ ． ３ ｍ ｍ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ 、 ２ ７ 、 ２ ８ と 伝 熱 管 １ ６ と の 接 続 に つ い て も 、 実 施 の 形 態 １
と 同 様 で あ る 。 具 体 的 に は 、 フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ 、 ２ ７ 、 ２ ８ は 伝 熱 管 １ ６ を 貫 通 さ せ る 穴
を 有 し て い る 。 そ の 穴 に は 、 バ ー リ ン グ で 形 成 し た フ ィ ン カ ラ ー が 設 け ら れ て い る 。 フ ィ
ン カ ラ ー の 高 さ に よ り フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ 、 ２ ７ 、 ２ ８ の 積 層 間 隔 が 保 持 さ れ て い る 。 そ し
て 、 領 域 Ｆ p 1 8 の フ ィ ン １ ８ を 銅 管 に 挿 入 し た 後 、 領 域 Ｆ p 1 7 の フ ィ ン １ ７ 、 領 域 Ｆ p 2 8 の
フ ィ ン ２ ８ 、 領 域 Ｆ p 2 7 の フ ィ ン ２ ７ を 順 次 、 伝 熱 管 １ ６ （ 銅 管 ） に 挿 入 し 、 伝 熱 管 １ ６
を 拡 管 し て フ ィ ン を 伝 熱 管 １ ６ に か し め て 固 着 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 フ ィ ン １ ７ 、
１ ８ 、 ２ ７ 、 ２ ８ と 伝 熱 管 １ ６ と を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 性 能 に つ い て 説 明 す る 。
実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 た と え ば 、 熱 交 換 器 ２ ２ 全 体 の
積 層 長 さ を ８ ０ ０ ｍ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 範 囲 外 で あ る フ ィ ン ピ ッ チ が 均 一 の フ ィ ン を 有 す る 熱 交 換 器 か ら な る 冷
凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。 た と え ば 、 熱 交 換 器 に お け る フ ィ ン の フ ィ ン
ピ ッ チ を １ ． ３ ｍ ｍ と す る と 、 熱 交 換 器 に 備 え ら れ る フ ィ ン の 総 枚 数 は ６ １ ５ 枚 で あ る 。
フ ァ ン の 中 心 を 左 端 か ら ２ ０ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 配 置 し て 送 風 機 １ ３ を 動 作 さ せ る と 、 熱 交 換
器 の 右 端 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 け ら れ て い る ９ ２ 枚 の フ ィ ン お よ び Ｌ 字 状 に 曲 げ た １
４ ３ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 け ら れ て い る １ １ ０ 枚 の フ ィ ン に 流 れ る 空 気 流 速 Ｖ は 、 そ れ 以 外 の 部
分 に 流 れ る 空 気 流 速 の １ ／ ３ と な っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 フ ィ ン 表 面 の 熱 伝 達 率 α o は 、 空 気 流 速 Ｖ の ０ ． ３ ６ 乗 に 比 例 す る の で 、 熱 交 換 器 の 右
か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 お よ び Ｌ 字 状 に 曲 げ た １ ４ ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 熱 伝 達 率 α o は 、 そ れ 以
外 の 部 分 と 比 べ て 約 ３ ３ ％ 低 下 し て い る こ と に な る 。 熱 交 換 器 全 体 で は 、 熱 伝 達 率 α o a l l

は （ （ ４ １ ３ ／ ６ １ ５ × １ ） ＋ （ ２ ０ ２ ／ ６ １ ５ × ０ ． ６ ７ ） ） ＝ ０ ． ９ ０ １ と な り 、 約
１ ０ ％ 低 下 し て い る こ と に な る 。 な お 、 熱 交 換 器 の 右 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 は 、 フ ァ ン か
ら 遠 い の で 風 量 が 少 な い 部 分 で あ る 。 Ｌ 字 状 に 曲 げ た １ ４ ３ ｍ ｍ の 範 囲 は 、 フ ィ ン の 内 周
側 （ 送 風 機 １ ３ お よ び 回 転 機 １ ４ と 対 向 し て い る 側 ） の 先 端 の フ ィ ン ピ ッ チ が 幾 何 学 上 狭
く な っ て い る こ と か ら 風 路 断 面 積 が 縮 小 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、
領 域 Ｆ p 1 8 を 熱 交 換 器 ２ ２ の 右 端 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 と し 、 領 域 Ｆ p 1 8 で は 、 フ ィ ン １ ８
の 積 層 間 隔 で あ る フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ４ ｍ ｍ に 広 げ て い る 。 す な わ ち 、 熱 交 換 器 １ ２ は 、
領 域 Ｆ p 1 8 に お い て フ ィ ン １ ８ を ８ ６ 枚 有 し て い る 。 ま た 、 領 域 Ｆ p 2 8 を Ｌ 字 状 に 曲 げ た １
４ ３ ｍ ｍ の 範 囲 と し 、 領 域 Ｆ p 2 8 で は フ ィ ン ２ ８ の 積 層 間 隔 で あ る フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ４
ｍ ｍ に 広 げ て い る 。 こ れ に よ り 、 領 域 Ｆ p 1 8 の 範 囲 で は 圧 力 損 失 が 低 下 し て 空 気 流 速 Ｖ が
大 き く な り 、 領 域 Ｆ p 2 8 の 範 囲 で は 、 風 路 断 面 積 が 拡 大 さ れ た 。 そ の 結 果 、 領 域 Ｆ p 1 8 お よ
び 領 域 Ｆ p 2 8 の 熱 伝 達 率 α o は 、 上 述 し た フ ィ ン ピ ッ チ が 均 一 の フ ィ ン を 有 す る 熱 交 換 器 よ
り ５ ％ 向 上 し た 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 熱 交 換 器 の 能 力 の 判 断 基 準 に つ い て 説 明 す る 。 熱 交 換 器 の 能 力 は 熱 伝 達 率 α と フ
ィ ン の 表 面 積 Ａ の 積 算 値 で 表 さ れ る 。 フ ィ ン の 形 状 を 幅 が ２ ２ ｍ ｍ 、 長 さ が ５ ０ ０ ｍ ｍ の
長 方 形 と す る 。 上 述 の 本 発 明 の 範 囲 外 で あ る フ ィ ン ピ ッ チ が 均 一 の フ ィ ン を 有 す る 熱 交 換
器 か ら な る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に お い て 、 フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ３ ｍ ｍ と し た 場 合 の
フ ィ ン の 表 面 積 は 、 ２ ２ ｍ ｍ × ５ ０ ０ ｍ ｍ × ６ １ ５ 枚 ＝ ６ ． ７ ７ ｍ 2 と な る 。 こ の 場 合 、
熱 伝 達 率 α o a l l の 増 減 を 比 率 で 表 す と 、 （ ４ １ ３ ／ ６ １ ５ × １ )＋ （ （ ９ ２ ＋ １ １ ０ ） ／
６ １ ５ × ０ ． ６ ７ ） ＝ ０ ． ８ ９ ２ と な り 、 Ａ α 値 は ６ ． ０ ３ ９ と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、
熱 交 換 器 ２ ２ の 右 か ら １ ２ ０ ｍ ｍ の 範 囲 お よ び Ｌ 字 状 に 曲 げ た １ ４ ３ ｍ ｍ の 範 囲 に お け る
フ ィ ン １ ８ の フ ィ ン ピ ッ チ を １ ． ４ ｍ ｍ と す る と 、 こ の 範 囲 の フ ィ ン １ ８ の 数 は そ れ ぞ れ
８ ６ 枚 、 １ １ ０ 枚 と な り 、 合 計 ２ ６ ３ 枚 で あ る 。 表 面 積 Ａ は 、 ２ ２ ｍ ｍ × ５ ０ ０ ｍ ｍ × （
６ １ ５ － （ ２ ０ ２ － １ ８ ７ ） ） 枚 ＝ ６ ． ６ ０ ｍ 2 で あ る 。 熱 伝 達 率 α o a l l は 、 （ ４ １ ３ ／
６ ０ ０ × １ ） ＋ （ １ ８ ７ ／ ６ ０ ０ × （ ０ ． ６ ７ ＋ ０ ． ０ ５ ） ） ＝ ０ ． ９ １ ３ と な る 。 よ っ
て 、 Ａ α 値 は ６ ． ０ ２ ６ と な る 。 Ａ α 値 の 差 は 約 ０ ． ２ ％ 程 度 で 同 等 の 能 力 と み な す こ と
が で き る 範 囲 と な っ た 。 そ の た め 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 フ ィ ン １ ８ 、 ２ ８
の 数 を 減 ら し て も 性 能 に 問 題 は 生 じ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る
冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト １ ０ と 比 較 し て 、 フ ィ ン の 表 面 積 を 増 加 さ せ て い る の で 、 性 能
の 評 価 指 数 で あ る Ａ α が 大 き く な っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 上 記 の 形 状 に 特 に 限 定
さ れ な い 。 た と え ば 、 送 風 機 １ ３ の 回 転 数 お よ び 大 き さ で 決 ま る フ ァ ン 入 力 に 依 存 す る 熱
交 換 器 の 性 能 に よ り 、 フ ィ ン ピ ッ チ 等 を 設 計 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 そ れ ぞ れ の 部 分 で の フ ィ ン ピ ッ チ は 、 １ ． ３ ｍ ｍ 以 上 １ ． ７ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い
。 フ ィ ン ピ ッ チ が １ ． ３ ｍ ｍ よ り も 狭 い と 圧 力 損 失 が 大 き く な る か ら で あ る 。 ま た 、 フ ィ
ン ピ ッ チ が １ ． ７ ｍ ｍ よ り も 大 き い と 表 面 積 が 減 少 し て 熱 交 換 器 の 性 能 低 下 と な る か ら で
あ る 。 ま た 、 フ ィ ン ピ ッ チ を 広 げ る 割 合 は 、 元 の フ ィ ン ピ ッ チ の ７ ％ 以 上 ３ １ ％ 以 下 が 好
ま し い 。 こ の 範 囲 外 と す る と 、 製 造 に 問 題 が 生 じ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ の 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ に よ れ ば 、 熱 交 換
器 ２ ２ の 外 観 が 略 Ｌ 字 状 で あ り 、 熱 交 換 器 ２ ２ の 略 Ｌ 字 状 に 曲 げ た 部 分 に お け る フ ィ ン ２
８ の 間 隔 が 、 熱 交 換 器 ２ ２ に お い て 曲 げ た 部 分 以 外 の 部 分 の う ち 送 風 機 １ ３ の 前 面 に 位 置
す る 部 分 の フ ィ ン １ ７ の 間 隔 と 実 質 的 に 同 一 、 ま た は そ れ 以 上 と し て い る 。 そ の た め 、 フ
ィ ン ２ ８ の 内 周 側 の 先 端 の フ ィ ン ピ ッ チ を 広 く す る こ と が で き 、 風 路 断 面 積 を 拡 大 し て い
る 。 よ っ て 、 通 風 抵 抗 が 増 加 し な い た め 、 風 量 低 下 を 抑 制 す る 。 そ の 結 果 、 フ ィ ン ２ ８ の
枚 数 を 減 少 さ せ て も 、 熱 交 換 器 ２ ２ 全 体 の 熱 交 換 効 率 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 熱 交 換 器 ２ ２ の 外 観 を 略 Ｌ 字 状 と し て い る 。 そ の た め 、 熱 交 換 器 １ ２ と 比 較 し て
フ ィ ン １ ７ 、 １ ８ 、 ２ ７ 、 ２ ８ の 表 面 積 が 増 加 す る 。 よ っ て 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト
２ ０ は 、 さ ら に 高 性 能 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 １ の 熱 交 換 器 ２ ２ を 有 す る と 共 に 、 フ ィ ン １ ８ 、 ２ ８ の 数 を 減 少 さ せ て い る 。
よ っ て 、 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 製 造 す る の に 必 要 な コ ス ト を 低 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に は 、 筐 体 １ ５ の 背 面 部 お よ び い ず れ か 一 方 の 側 面 部 に 外 気 の 吸 込 み 口 を 、 前 面 部
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に 熱 交 換 さ れ た 外 気 の 吹 出 し 口 を 設 け 、 熱 交 換 器 ２ ２ は 、 吸 込 み 口 に 沿 う よ う に 略 Ｌ 字 状
に 延 在 さ れ 、 圧 縮 機 １ １ お よ び 送 風 機 １ ３ は 、 熱 交 換 器 ２ ２ に お い て 背 面 部 の 吸 込 み 口 に
沿 う よ う に 延 在 さ れ て い る 部 分 に 対 向 さ せ て 並 べ ら れ 、 圧 縮 機 １ １ に 対 向 し て い る 熱 交 換
器 ２ ２ の 部 分 、 お よ び 熱 交 換 器 ２ ２ の 略 Ｌ 字 状 に 曲 げ た 部 分 は 、 熱 交 換 器 ２ ２ に お け る 送
風 機 １ ３ に 対 向 し て い る 部 分 の フ ィ ン １ ７ の 間 隔 よ り も 、 フ ィ ン の 間 隔 が 広 く な っ て い る
領 域 Ｆ p 2 8 を 含 ん で い る 。 そ の た め 、 熱 交 換 器 ２ ２ の 風 量 分 布 の 不 均 一 を 解 消 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 フ ィ ン の 枚 数 を 削 減 し て コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 実 施 の 形 態 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て
示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意
図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト を 示 す 概 略 上 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に 搭 載 し て
い る 熱 交 換 器 の 拡 大 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 、 図 ２ （ Ａ ） に お け る 領 域 Ｒ の 拡 大 断 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト を 示 す 概 略 上 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 凍 空 調 機 の 室 外 ユ ニ ッ ト に 搭 載 し て い る 熱 交 換
器 の 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ０ ， ２ ０ 　 室 外 ユ ニ ッ ト 、 １ １ 　 圧 縮 機 、 １ ２ 　 熱 交 換 器 、 １ ３ 　 送 風 機 、 １ ４ 　 回
転 機 、 １ ５ 　 筐 体 、 １ ６ 　 伝 熱 管 、 １ ７ ， １ ８ ， ２ ７ ， ２ ８ 　 フ ィ ン 、 １ ９ 　 フ ィ ン カ ラ
ー 、 ２ ２ 　 熱 交 換 器 、 Ｆ p 1 7 ， Ｆ p 1 8 ， Ｆ p 2 7 ， Ｆ p 2 8 　 領 域 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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